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機能の概要
説明: コントロール有効性のレベルが設定可能に
今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易
グローバル

SAP Ariba Supplier Risk この機能は、該当するソリューションを使用している

すべてのお客様に対して自動的に有効になります
が、お客様が設定する必要があります。

注: この機能は、2105 リリースではオプションとして
提供されています。2202 リリースで、すべてのお客
様に対して自動的に有効になる予定です。

• サイトは、コントロールベースのエンゲージメントリスク評価
プロジェクトを使用するように構成する必要があります。

• コントロールまたはサービスの有効性レベルを設定するに
は、サイトのコントロール定義マスターデータでコントロー

ルの意思決定者として指定する必要があります。

現在のデューデリジェンスプロセスでトリガされたコ
ントロールは、有効とみなされる場合と無効とみなさ
れる場合があります。この判断はバイナリベースで

あるため、コントロールの確認者は、どのレベルに
なったらコントロールを有効または無効とするのかを
定義することができません。

また、リスクの軽減については、コントロールの有効
性に関する詳細情報があれば、より的確に判断およ
び意思決定を下すことができます。たとえば、100% 
無効なコントロールに対して行うべき処理の種類は、
有効性が 80% のコントロールを管理するために必
要となる処理とは異なります。 現在のシステムでは、
こうした情報が生成されません。

この機能により、コントロール有効性の決定に関す
る 5 段階の値が導入されます。値の範囲が拡張さ
れたことで、意思決定者はサプライヤのリスク軽減

戦略についてより深い理解を示し、有効性の程度に
基づいて適切な処理を設計することができます。

コントロール有効性の 5 段階スケールによって、リスクをより細
かく評価できるようになります。移行に関する問題への対応と
して、以下のような措置が講じられます。

• 既存の決定が、従来の 2 段階スケールから新しい 5 段階
スケールに移行されます。

• コントロール有効性の選択に基づく問題の要件との同等性
が確保されます。

• UI およびレポートのコントロール有効性に関する決定の
更新

• 5 段階スケールのコントロール有効性状況インポートの
有効化
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機能の概要
説明: コントロール有効性のレベルが設定可能に

この機能を有効化するには、顧客管理者がインテリジェント設定マネージャで以下の 2 つのパラメータを有効化する必要があります。

• リスクコントロールの有効性のレベルを拡張する
Application.SR.Engagement.ExpandedLevelsOfRiskControlEffectiveness)

有効化に関する情報

注意: このパラメータを有効化した後は、サイト内でこのパラメータを無効化しないことを強くお勧めし
ます。2 つのシステム間のユーザーインターフェイスとエンゲージメントワークフロー処理の動作が異
なるためです。

• コントロールの確認のワークフローを有効化する
Application.SR.Engagement.EnableControlReviewWorkflow)
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機能の概要
説明: コントロール有効性のレベルが設定可能に
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1. 新しいページで、[サプライヤリスク管理] 
> [コントロール有効性のオプション] の
順に選択します。

2. リスクコントロール有効性オプションのリ
ストが表示されます。これらはシステムで

定義されている標準のオプションで、設
定はできません。

3. 1 回限りの移行プロセスにより、現在レ
ビュー/実行中のリスクコントロールすべ
てが以下のように変更されます。

• [有効] -> [完全に効果あり]
• [無効] -> [完全に効果なし]

SAP では、この機能を有効化したら、できるだけ早く移行す
ることをベストプラクティスとして推奨しています。これにより、
2 段階の有効性の値を示す以前の確認の決定で生じていた
ユーザーの混乱を回避できるとともに、意思決定者には新し
いコントロールの確認のための 5 段階の選択肢が表示され
ます。

新しい [サプライヤリスク管理] ページ
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機能の概要
説明: コントロール有効性のレベルが設定可能に
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1. 確認可能なコントロールに対する新しいアクション項目: 有効
性レベルの設定

2. 有効性レベルのリストから選択
3. コントロール有効性の有効期限を指定
4. 問題を作成するオプション
5. 確認済みコントロールの有効性レベル

2
5
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処理待ちのコントロールに対する有効性レベルの設定 – エンゲージメントおよびベンダーに関するコントロール
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機能の概要
説明: コントロール有効性のレベルが設定可能に

1. サービスに関する確認可能なコントロールに対する新しい
アクション項目: 有効性レベルの設定

2. [有効性レベルの設定] ポップアップ

1

2

処理待ちのコントロールに対する有効性レベルの設定 –サービスに関するコントロール
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